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(1) 余弦定理より

cosA =
(
√
2 )2 + (1 +

√
3 )2 − 22

2 ·√2 · (1 +√3 ) =
2 + 2

√
3

2 ·√2 · (1 +√3 ) =
1√
2

よって，∠A= 45°

cosB =
22 + (1 +

√
3 )2 − (√2 )2

2 · 2 · (1 +√3 ) =
6 + 2

√
3

4(1 +
√
3 )

=
3 +
√
3

2(
√
3 + 1)

=

√
3
2

よって，∠B= 30°

したがって，∠C= 180°− 45°− 30°= 105°
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よって，正弦定理より
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(1) 求める確率は
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(2) B の箱に入った玉が白玉だけの確率は，(1)と同様に 1
33

である。

よって，求める確率は
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(3) 余事象は，「A，B，C のどれか 1つの箱に赤玉だけ，または白玉だけが入っている」である。

この確率を求める。

「A の箱に赤玉だけ，または白玉だけが入る」事象を，単にAで表す。

事象B，C も同様である。このとき，赤玉，白玉の個数を考慮すると，次の事が分かる。

(1) より，P (A) = P (B) = P (C) = 2
33

(2) より，P (A ∩B) = P (B ∩ C) = P (C ∩A) = 1
77

， P (A ∩B ∩ C) = 0
よって

P (A ∪B ∪ C) = P (A) + P (B) + P (C)

−P (A ∩B)− P (B ∩ C)− P (C ∩A) + P (A ∩B ∩ C)

= 2
33
× 3− 1

77
× 3 + 0 = 14− 3

77
= 1
7

したがって，求める確率は 1− 1
7
= 6
7
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